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詳細は 2・３面へ障害福祉課 障害者雇用対策担当

 は  ら  な た  つ く  ぐ を

自分のちからを活かしてはたらくことは、
たくさんの生きがいや喜びを生みだします。

市内では、障害があっても、それぞれが持つちからを
活かして活躍している人が年々増えています。

一人ひとりに合った仕事との出会いと、
それを長く続けられることを支援する

「障害者二千人雇用センター」の
取り組みをご紹介します。

９月は
障害者雇用支援月間

です

岡  慎 之 助 選手

体操男子 体操男子 セーリング

杉 野  正 尭 選手 岡 田  奎 樹 選手
（徳洲会体操クラブ）

鎌倉を拠点に活動する
市民が活躍しました

（徳洲会体操クラブ） （トヨタ自動車東日本株式会社）

メ ダル 獲 得 おめでとうございますパリ2024オリンピック

刷りたての広報かまくらを仕分ける
「ワークステーションかまくら」の職員

カウンター越しに接客の様子を
そっと見守るオーナー

就職が決まってから買いそろえた
包丁でネギを刻む様子

金 金 銀金 金 銅

“ はたらく”をつなぐ―
そこから人の縁が広がっていきます。鎌倉市は持続可能な開発目標 

（SDGs）の達成に向けた

取り組みを推進しています。
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　以前、障害のある人たちがお弁当を売りながら、お客さんと楽
しそうに一生懸命コミュニケーションを取っているのを見掛け、
接客業は障害者雇用に向いているのではと思いました。それが
きっかけで、奥村さん（写真下）との縁につながりました。

　「全員参加型」の社会が当たり前になっ
たらいいですよね。そして、心に余裕を
持って周囲がフォローすることも大事で
すね。障害の有無に関わらず、いろんな
人がいることに気付くことができました。
奥村さんが働きながらどんどん自信をつ
けていく姿を見ることが、何よりの喜び
です。

適材適所で「全員参加型」の社会に

障害者の「働く」と事業者の「雇う」をつなげる
　市では障害者二千人雇用センターを設置し、障害のある
人や、就労に困難を抱える人の社会参加を目指して相談・
支援を行っています。また、障害者雇用に関心のある事業
者をサポートしています。
◆働きたい障害者の就労相談
◆企業見学・面接などの就職活動支援
◆就職後の相談・健康管理
◆�障害者を雇用したい企業からの相談・マッチング・障害
特性を踏まえた雇用管理についての助言など

二千人突破。「働く」から「働き続ける」へ
　2023年に「就労者数2,000人」の目標を達成しました。引
き続き、障害のある人・就労に困難を抱える人の「働きたい」
を支援するとともに、「働き続ける」ための支援にも注力し
ていきます。

障害者二千人雇用センター

　就労前にワークステーションかまくらを見学したと
き、支援員さんが丁寧にサポートしながら、皆さんが
いきいきと働いている姿を見て、安心して働けそうだ
なと思いました。
　ここに来てまだ５カ月ですが、将来に希望が持てる
ようになりました。パソコンなどのスキルを磨いて、
いずれは事務職にチャレンジしたいです！

各課に郵便物を届ける髙木さん

センター長
田原 充 さん

働きたい人が当たり前に働けるまちに

障害者を雇用する企業に奨励金
　市内在住の知的・精神障害者を雇
用する中小企業などに支給します（月
２万円など。要件あり）。

　市民や事業者が障害者雇用への理
解を深め、働きたい障害者が自分ら
しく働けるように、さまざまな啓発
活動を行っています。昭和23年、ヘ
レン・ケラーが来日したのをきっか
けに、同年９月に国が障害者の雇用
促進運動を展開したことに由来して
います。

9月は「障害者雇用支援月間」

いずれも詳細は市ホームページか障害福祉課へ▶

ほかにもあります　市の支援制度

働きづらさを感じている人にも
◆デジタル就労支援センターKAMAKURA
　…IT業務中心。在宅就労も可
◆農業就労体験セミナー
　…月１回開催。次回は9/18㊌

　インタビューをする中で、「こんなこと、聞いても大丈夫かな」
という迷いのようなものがありました。でも、これこそが自分
たちが作っている無意識の壁なのだと気付かされました。ま
た、「今の時代、働くことに対する悩みや困り事は、障害の有
無に関わらず身近なこと」という言葉にもハッとさせられまし
た。ともに働く上で大切なのは、まずはコミュニケーションや
相手を知ろうとすること。インタビューに応じてくださった皆
さん、ありがとうございました。【広報課�武田・鈴木】

取材を終えて──

川古江家

　写真付きのマニュアルや補助グッズを作って、障
害があっても正確に作業できるように工夫していま
す。皆さん、適性や課題を見つけながら働くことへ
の自信につなげています。
　分からないことや体調変化などを相談しやすい雰
囲気作りも大切にしています。それによって、長く
働き続けることができます。

支援があれば、

働ける人がたくさんいます

ワークステーションかまくら
（市役所内）

　ワークステーションかまくらで
は、障害のある人が障害者就業支
援員の支援を受けながら、市役所
各課から依頼を受けた作業に従事
します。作業を通じてさまざまな
スキルを身に付け、企業などへの
就労を目指しています。

髙木 悠真 さん

障害者就業支援員

松下 歩生 さん　成内 敏子 さん

代表 島崎 亮平 さん

奥村 のぞみ さん

たくろう さん

代表 橋本 高広 さん

自分らしく働ける！地元に貢献できる！

　料理が好きなので、ここで働くことが決まったときは、うれ
しかったです。今は釜（そばを茹

ゆ
でる）や切りものなどを担当

しています。もっと仕事を覚えられるようにがんばります！

大変だけれど、働けるのはうれしい

　彼はもともと調理の仕事が好きなので、主に厨
ちゅうぼう
房の仕事に従

事してもらっています。包丁技術も高いですし、分量を数字で
示すなど伝達を工夫することで、難しい工程もきちんとできて
います。
　他のスタッフも彼の言葉に一生懸命耳を傾けたり、分かりや
すい説明を心掛けたりするようになりました。これは接客の原
点でもあるため、スタッフの成長にもつながると実感しています。
　たくろうさんは自身で働いて得たお金で、休日は旅行に出掛
けるなど充実しているようです。また、将来的に自立した生活
を送ることを目標に、意欲的に働いています。そんなたくろう
さんを見守り、サポートしていくことが大切だと思っています。

「この仕事なら任せられるな」という目線で

　人と接するのが苦手な私に接客ができるのかな……でも、やっ
てみたら意外にも楽しかった！　「無理しないでね」「応援してい
るよ」と皆さんに声を掛けていただき２年が経ちます。同じ境遇
の方に少しでも勇気を与えられたらうれしいです。

感謝の気持ちでいっぱいです

　「障害者二千人雇用センター」を通して就労につながった
障害者と雇用主、支援員の皆さんにお話を伺いました。

 は  ら  な た  つ く  ぐ を

　障害者が働く場合、一般企業などで働く「一
般就労」と、就労支援事業所などで働く「福祉
的就労」に就労形態が大きく分けられます。
●一般就労
　企業などと雇用契約を結び、定められた労働
条件で働く就労形態です。職場で障害を開示す
るかどうかで、働き方が変わる場合があります。
●福祉的就労
　一般就労が難しい障害者が、個々の状態に必
要な支援を受けながら働く就労形態です。一般
就労に必要なスキルを身に付けるために訓練を
行う「就労移行支援」や、事業所で給料や工賃
を得ながら働く「就労継続支援」などがあります。

皆さんに知ってほしい
障害者の就労形態と支援

　障害者二千人雇用センターのほか、障害福
祉課、ハローワーク藤沢などの支援機関が連
携しながら、雇用・支援につなげます。

佐助カフェ

　障害があっても、働きたい人はたくさんいます。一口
に障害者といっても、例えば、物理的な配慮があればそ
れまでの経験が生かせる人、地道な作業が得意な人、専
門スキルを持っている人など、さまざまです。
　障害のある人の「働きたい」という思いを就労につな
げるため、まずは就労先の選択肢を増やしていくことが
必要です。ぜひ、事業者の皆さんには法定雇用率※に関
係なく、障害がある人の雇用をご検討いただきたいです。

　もし、自分や身近な人が障害者だったら、障害者になっ
たら──そんなふうに自分事として考えてみてくださ
い。障害があっても仕事を通して生きがいを感じられた
り、自立した豊かな生活が送れるようになることで、社
会全体がもっと良くなっていくと思います。

まずは 相談 を
してみませんか

障害者二千人雇用センター

☎53-9203　FAX 53-9204
{koyoucenter@npo-mind.or.jp

福祉センター1階
（鎌倉駅西口徒歩10分）

障害者を雇いたい
障害者雇用に関心がある

事業者

障害の有無に関わらず
働きづらさを感じている人

どこに相談したらいいか
分からない人

働きたい
働き続けたい

障害者

就労先の選択肢を増やすことを目指して就労先の選択肢を増やすことを目指して

切手を貼る補助グッズ切手を貼る補助グッズ

※�一定規模以上の民間企業などは、従業員数に応じて、定められた
割合以上の障害者を雇用することが法律で義務付けられています
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合計福祉的就労一般就労

開設
（6月）

二千人突破

＊一般就労と福祉的就労は「障害者の就労形態と支援」（右下）参照

お気軽にお気軽に
お問い合わせ
お問い合わせ
ください！ください！
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まずは 相談 を
してみませんか

障害者二千人雇用センター

☎53-9203　FAX 53-9204
{koyoucenter@npo-mind.or.jp

福祉センター1階
（鎌倉駅西口徒歩10分）

障害者を雇いたい
障害者雇用に関心がある

事業者

障害の有無に関わらず
働きづらさを感じている人

どこに相談したらいいか
分からない人

働きたい
働き続けたい

障害者

就労先の選択肢を増やすことを目指して就労先の選択肢を増やすことを目指して

切手を貼る補助グッズ切手を貼る補助グッズ

※�一定規模以上の民間企業などは、従業員数に応じて、定められた
割合以上の障害者を雇用することが法律で義務付けられています
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合計福祉的就労一般就労

開設
（6月）

二千人突破

＊一般就労と福祉的就労は「障害者の就労形態と支援」（右下）参照

お気軽にお気軽に
お問い合わせ
お問い合わせ
ください！ください！


